
NPO等と連携した川における自然体験活動の推進
■　近年の自然体験活動、アウトドア指向
　の高まりを受け、カヌーやラフティングな
　どの河川の利用が増加。

■　子どもたちが安全に水辺に親しめるよ
　う、「水辺の楽校プロジェクト」として必要
　な河川整備を実施。

■　全国のNPO等で構成される「川に学ぶ
　体験活動協議会（RAC）」において、川で
　安全に楽しむための指導者やツアーガイ
　ドを育成、川での活動を一層推進。

小学校

堤防の緩傾斜化

遊歩道の整備

ワンド

水辺に近づける河岸整備

「水辺の楽校」のイメージ図

【会員団体への支援】

【ネットワーク】

【研究調査】

【指導者養成・認定】

【普及啓発活動】 の活動概要

ラフティング（赤川（山形県））



国営公園に る自然ガイドツアー 
 

公園の自然資源を観察できる樹林や

インタープリターボランティア等が公

アーを実施するなど、公園の自然を体

 国営滝野すずらん丘陵公園（北海道）

国営滝野すずらん丘陵公園

のフィールドを、専門ボラ

ン る

「  
おけ
湿地、散策路等を保全・整備するとともに、専門講師や

園の自然、歴史、地域の風土等を解説する自然ガイドツ

感できる機会を広く提供しています。 
国営讃岐まんのう公園（香川県） 

インタープリターボランテ

ィアが、国営讃岐まんのう

公園の動植物や自然、歴史

等について分かりやすく解

説する「ガイドウォーク」 
ティアとともに観察す

自然観察ハイキング」



インタープリテ－ションプログラム（自然ガイドツアー）による観光地の振興

「インタープリテーションプログラム（自然ガイドツアー 」とは）

訪れただけでは気づかない自然を、インタープリター（自然ガイドをする者）が感

覚に訴えて気づかせ、驚かせるなどして、興味を刺激しながら解説、案内し、自然体

験、自然発見の喜びを楽しんでもらうツアー

背 景

① 熟年者を中心として、自然を楽しむ観光ニーズの増大

② 様々な体験・活動メニューによる観光地の魅力度アップの必要性

③ 景勝地でない観光地における新たな観光資源の開発

現状の問題点

① 観光客の立場にたった魅力的なガイドが実施されていない

自然を五感で体験し、自然の奥深いメッセージを感じるプログラムが育っていない

② 経営的ノウハウに欠けている

国の支援（平成１４年度）

○インタープリター養成セミナーの開催

（平成１４年５月２７日～３０日 会場：長野県軽井沢町）

魅力的な自然解説のプログラムを開発するポイントや解説・案内のスキル・テクニックを講習

するセミナーを開催

○インタープリター向けの参考書の作成（５月発刊予定）

・ 自然ガイドのためのおもしろヒントブック」「

７００種に及ぶ自然素材の解説と１００に達するハイレベルな自然のメッセージ集

・ 実践講座インタープリテーション」「

養成セミナーのテキストとして作成されたインタープリター実践者のための参考書

○経営マニュアルの作成及び説明会の開催

（平成１４年秋予定）

ツアーの準備方法、経営ノウハウをまとめた経営

マニュアルを作成し、説明会を開催する予定

○作成プログラムに対する評価・指導

希望する地域に対しては、専門家を派遣して作成

した自然ガイドツアーの評価・指導を行う予定



明日の世代を育む海岸づくり 
～「いきいき・海の子・浜づくり」～ 

 
 海象や地形の変化に富み、様々な生物を育む海岸は、子どもから大人まで幅広い世代の人

たちが交流できる場であります。特に、明日を担う青少年世代にとって、海岸に生息する生

物などに直接手で触れたり、マリンスポーツを通して、雄大な自然を肌で感じ、健全で豊か

な情緒を形成する場として、貴重な空間でもあります。 
 このため、文部科学省及び海岸省庁が連携し、海辺の豊かな自然を活用した青少年等の野

外教育、環境教育活動及びスポーツ活動等を推進することを目的として、これらの利用に配

慮した海岸づくりを進めています。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

海岸利用状況 
（写真上：由良港海岸） 

（写真下：田之代海岸（兵庫県））   
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